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医療者は人間性を研磨して，しなやかな心を持つよう
に努めることが肝要である．医療者が患者・家族から
信頼を確保できれば，大方の難題は軟着陸できるのだ
と考える．つまり，透析室を双方の努力で人の温かみ
が感じられる空間にすることである．

12　患者と医療者の関係

法学者唄孝一は，「患者と医療者の関係　医師と患
者とは，少なくとも腕の長さの距離を保ちながら，共
に独立した道徳的主体として，相互に自らの権利を主
張し，拮抗しなければならない（相補的協働的道徳主
体）」と難しく記述しているが，平易に言えば，「医療
者は患者側と一線を画して接すること，患者が倒れそ
うになった場合に，直ちに支えられる距離のとり方が
望まれる」ということではあるまいか．「医療者に都
合のよい距離を取ってそれを保つ」という主義も，
「患者個々に居心地のよい距離を取らせる」というや
り方にも問題が生ずると思われる．医療者には父性と
母性が求められるが，画像にすれば，図 8にある厳
めしいクラーク博士とユーモラスなクラーク博士にな
ろうか．

13　医療者に求められる資質

病む人への温かな思いやり・気配りが基本となるが，

そのための「実践智」の継続的な修得（自己研修）が
必要となる．日常業務を果たしながら，絶えず反省を
ステップアップする目標を持ち，実現のために具体策
を模索することが肝要である．ただし，過剰なきまじ
めさや自己犠牲は不要である．何故なら，医療人とし
て業務を長く続けられないからである．
沼野1）はスピリチュアル・ケアにあたる者の資質と

して，
①　傾聴できる忍耐
②　共感する感受性
③　苦しみを受け止められる包容力
④　関わりきろうとする意志
⑤　慰めや希望を提供できる能力
をあげている．これらすべてを所有することは至難の
業であろうが，日常臨床に携わるスタッフすべてが具
備したい重要な資質だと考えられる．おしなべて，社
会生活は人と人との接触から始まる．そこに，温かな
交流が生まれることもあるし，ギスギスした摩擦や苦
情が生まれることもある．この事を当然の成り行きと
して，これらを適正に処理していく心構えが望まれる．
以上記してきた事柄は主として原理・原則であり，

「綺麗事にすぎない」と叱咤・非難されることを怖れ
るが，何事にも基礎固めが必要であろう．これらを踏
まえたうえで，千差万別な患者に相対する医療者の応

図 8　医療者に求められる父性と母性
（北大構内のクラーク博士像　1926年建立）（大平整爾撮影）

「少年よ、大志を抱け！」
辺りを睥睨する厳粛な趣のクラーク先生
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純白の雪のシャッポとベストに
身を包むユーモラスなクラーク先生
ほっとする温かな雰囲気
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用力に期待するところ大である．
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